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柴田製作所（相模原市緑区下九沢）
は、オイルエレメント部品製造の半自動
化に乗り出した。これまでは加工作業
の大半を人手で行っていたが、ロール機

（丸め加工機）を新規導入。職人技を
必要としない汎用（はんよう）的な加工や

量産品の加工では、機械による半自動
化を取り入れることで生産効率を高め
ていく。

同社が主力とするオイルエレメント部
品は、自動車やオートバイのエンジン内
部に組み込まれるオイルフィルターの中
核部品。1枚の鉄板に無数の穴を開け
た上でその材料を丸め、さらにスポット
溶接でつなぎ合わせて円筒状に仕上げ
る。その際、正確な円筒状にするのに職

人が汎用機によって手掛けていたが、量
産品生産などの分野では新規導入した
ロール機を活用。板のセット以外は自動
で行えるようになるため、生産性が飛躍
的に向上。「ものによっては倍近くになり
ました」（柴田英児社長）としている。

一方、オイルエレメント部品の用途拡
大も進める。現在は自動車向けなどの
産業分野の顧客が大半を占めるが、住
宅や食品といった生活関連分野でのフ

ィルター需要に対応し、新規開拓を進め
ていく。

一都六県の好きなエリアにピンポイ
ントで届けられる新聞折込注文サイト
「オリコメイト」を運営する企業。業界
では珍しく経営革新計画や経営力向
上計画にも認定されている。

同社が主力とする折り込みチラシ
は、情報の発信側が広く配布する「プッ
シュ型広告」とされる。不特定多数の
購入を検討していない一般消費者まで
アプローチできるが、近年は全国紙を

中心に新聞自体の発行部数が減少傾
向にある。

一方でネット広告は利用が急激に拡
大しているものの、一般消費者側から
調べる「プル型広告」のため、地域内
の不特定多数にはアプローチできない
という。

同社の新サービス「Google連動折
り込みチラシ」は、紙のチラシを配布す
るのに合わせ、Googleの検索結果

ページに表示される
リスティング広告も
同時に掲載し、キャン
ペーン情報などを告
知。それぞれの広告
が取りこぼしていた
消費者にアプローチ
して広告効果を高め
ていく。

また、別途オプショ
ンでリスティング広告
で表示されるリンク
先ページの制作も請
け負う。

同サービスの利用
料金は、基本のセッ
ティング費用で5万円。印刷・配布は
1万部を半径1㌔㍍配布して8万円程
度。このほか設定条件によって変わる
Google広告の実費・手数料が必要。
対象エリアは東京、神奈川、千葉、埼
玉。

■利用経験ない若い店主にも
地域の飲食店や商店などの利用を

想定。折り込みチラシの利用経験がな
い若い店主たちにも訴求したいという。

泉悠社長は「小さなお店の告知は
SNSが主流になっていますが、現実に
はバズるのが難しく閲覧するフォロワー
数が伸びません。地域の消費者の反応
がある折り込みチラシの良さを知ってほ
しいです」と話している。

新聞折込チラシのアット折込（横浜市青葉区千草台）は、Google連動折り込
みチラシサービスを展開する。新聞の折り込みチラシとGoogleのリスティング
広告を併用。伝統的な紙媒体と最新のネットが互いの弱点を補完し、地域のキャン
ペーン情報などを幅広い顧客に効率的に届けるという。

Google広告＋折込チラシで周知
アット折込、連動型の新サービスを開始

オイルエレメント部品、生産を半自動化
柴田製作所、住宅や食品業界への用途拡大も

かながわ経済新聞は、2024年12月19
日に新横浜グレイスホテル（新横浜駅徒歩1
分）で「KANAKEIビジネスマッチング交流
会」を開催しました。

今回のテーマは「交流」と「商談」で、県内
経営者や幹部を中心に50人以上が参加し、
活発な意見交換と交流が行われました。第
一部では、事前に申し込みがあった計15社
が各3分間のプレゼンテーションを披露しまし
た。「この場で得たつながりで、新たなビジネ

スの可能性を感じま
した」との声も聞か
れました。

プレゼン終了後の
名刺・情報交換会では、業種を越えた交流が
盛んに行われました。特に、新規取引の可
能性を探る企業同士の会話が目立ち、実際
に商談の約束を交わす場面も見られました。
「普段接点のない業界の経営者と直接話
せる貴重な機会でした」と、参加者の一人は

話していました。
参加者には事前に「記

事集」が配布されました。
この「記事集」は、参加企
業が過去にかながわ経済
新聞に掲載された記事を
スクラップしたものです。

各企業の事業内容や強みが一目で分かる資
料として活用され、より効率的なマッチングに
つながりました。「事前情報のおかげで、狙
いを定めて交流できました」との声もあり、ビ
ジネス交流の新たなケースとして好評を博し
ました。

KANAKEIビジネスマッチング会開催
本紙からのお知らせ
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海外の豊富な
ネットワークを活かし
ものづくりマッチングを
サポート
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ものづくりマッチングを
サポート
販路開拓、業務委託、調達などの相談に乗ります

前回に引き続き、時代の変化とともに
変わるご葬儀の在り方について、お寺さ
んとのお付き合いの仕方をお伝えしま
す。

Q. 菩提（ぼだい）寺が分かりません
が、葬儀でお経をお願いしたい場合、どう
すればよいですか？

A. まずは葬儀社に「菩提寺が分から

ない」と伝え、相談してみましょう。
 葬儀社は、お寺さんとのご縁やしきたり
を大切にするプロです。葬儀だけでなく、
今後の年忌法要やお盆・お彼岸の供養に
ついてもアドバイスができます。菩提寺
が分からない場合でも、宗派やお墓の有
無を確認し、ご家族に合うお寺さんをご
紹介することも可能です。

近年、核家族化が進み、お寺さんとの
関係が希薄になるご家庭が増えていま

す。また、利便性や合理性を重視する
方々のニーズに応える形で、インターネッ
トを活用した「お寺さんの派遣サービス」
も登場しています。

こうしたサービスは、依頼者の状況に
応じて柔軟に対応できる一方で、注意点
もあります。派遣されるお寺さんの中に
は、特定の寺院に所属せず、独立した僧
侶として活動されている方もいるため、そ
の後の法要やお付き合いの継続につい

て、事前に確認しておくことが大切です。
どのような形で供養をするかは、ご家

族の思い次第です。分からないことがあ
れば、遠慮せず葬儀社に相談し、納得し
た上でお寺さんを選びましょう。大切な
ご供養だからこそ、信頼できる専門家の
アドバイスを受けながら、ご家族に合った
形を見つけていただければと思います。
ご参考にしていただければ幸いです。
 　（fami友葬・清水ふじ代）
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